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1 年次の「音楽Ⅲ」、2 年次の「音楽Ⅳ」で個人レッスンの授業（それぞれ週 1 回の開講科
目）を実施している。「音楽Ⅲ」「音楽Ⅳ」の授業時間は 90 分であり、原則として各学年
に 12 クラスが設置される。平成 29 年度の場合、「音楽Ⅲ」を受講する 1 学年 136 名、「音
楽Ⅳ」を受講する 2 学年 137 名に対して、各科目で 12 名の科目担当教員が個人レッスン


























 色 覚え方 
Ｃ （ド） 赤 レッドのド 
Ｄ （レ） 黄 レモンのレ 
Ｅ （ミ） 緑 緑のミ 
Ｆ（ファ） 橙 ファイヤー（炎）のファ 
Ｇ （ソ） 青 空のソ 
Ａ （ラ） 紫 ラベンダーのラ 
Ｂ （シ） 白 白のシ 
注：（ ）内はコードの根音を示す。 
                          
 次に、筆者は基音から次の音への移行の方向を線や           
矢印を用いることで理解しやすいものとする教授法を （線→間→線） 
以下のように考案した。               譜例１ 順次進行   隣り合った鍵盤 
①図 1 のように、音が五線譜上の線→間→線へと示   
された場合、順次進行と解し、上行している際、運指   
は基音の右隣の鍵盤へと移行し、下降している際は、   
基音の左隣の鍵盤へと移行する。                     （線→線） 
②図 2 のように、音が五線譜上の線→線または間→  
間へと示された場合、3 度の跳躍進行と解し、運指は            （間→間） 
基音から鍵盤を一つ跳び越えて移行する。 ３度の跳躍・一つ跳び 
③図 3 のように、譜面上の 2 つ以上の音を同時に打  
鍵するとき、各声部の音の進行が同時に等間隔で、同                  
方向に示された場合を平行進行と解し、隣接した鍵盤  
へ同時に同方向へ指を移行する。また、等間隔の 3 度 
以上の跳躍が見られた場合、鍵盤は等間隔の同方向へ 
指を移行する。  
図 1  ［順次進行］ 
図 2  ［跳躍進行］ 
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⑤図 5 は譜面上の和音を物の形として捉えたものであ 
る。主に主和音として用いられる 3 度ずつ解離した和音 
は「だんご三兄弟」と称し、鍵盤上では一つ跳びに指を 
置き、同時に打鍵する。一方、隣接した二つの音を用い        
た和音は「双葉（葉っぱ）」と称し、鍵盤上は、隣り合っ 
た 2 音に指を置き、同時に打鍵する。  




る歌曲を 30 曲抽出し、分析をおこなった。その結果、 











 図 7 は基本形からⅣ２へと移行であるが、下音は変わ 
ることなく中音と上音が平行に１音上昇している。鍵盤 
上では、下音の左手の小指を軸として、その上の 2 音が 
右隣へ移行する。その際、中音の運指が中指から人差し 
指へと変わる。                  
 図 8 は基本形からⅤ１への移行であるが、上音は変化 
せず、中音と下音が平行に１音下降している。鍵盤上で 
は、上音の左手の親指を軸に下 2 音が左隣へと移行する。 
その際、運指は基本形と同じ形をとる。 








図 5  ［和音の形状ごとの呼び方］ 
図 6  幼児と成人の声域 
（切替・沢島 1968:57） 
図 7  ［基本形からⅣ２への移行］ 
図 8  ［基本形からⅤ１への移行］ 
－ 70 －
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図 9   
［基本形からⅤ７１への移行］ 
図 10   
［Ⅳ２からⅤ７１への移行］ 
－ 71 －
























































































































































図 11  
－ 75 －
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 長澤順・山﨑由美子・青木章彦・小栗貴弘（2016 年 3 月）  
「本学保育者養成課程におけるピアノ教育の現状と課題」作短論集 作新学院大学  




文部科学省『幼稚園教育要領』〈平成 29 年告示〉2017 年 フレーベル館 







右近義徳（1985）幼児の歌 12 ヶ月 180 曲選 エー・ティー・エヌ 27 
 幼児表現教育研究会（1989）うたって、つくって、あそぼう 音楽之友社 2-9 
－ 80 －
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